
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今週一週間は学校給食週間です。学校給食週間とは、食べ物や給食のために働いている方々

に感謝の気持ちを込めて、いろいろなことに取り組む一週間です。 

なぜ学校給食週間が行われるようになったのでしょうか？それは、給食の歴史に関係があります。

学校給食が始まったのは、今から約１２０年前の、明治２２年です。 

山形県の忠愛小学校というところで、お弁当を持ってこられない子どもたちに、「おにぎりとほん

の少しのおかず」を出したのが、始まりだと言われています。その後、日本中に学校給食が広まって

いきました。しかし、今から８３年前、日本で第二次世界大戦が始まり、その戦争のため、食べ物は

少なくなり、学校給食は中止されてしまいました。子どもたちは、みんなおなかをすかせていました。

なにも食べることができず、死んでしまう子もいました。 

戦争が終わって、子どもたちを救おうと、アメリカから送ってもらった食べ物を使って再び学校給

食が始まりました。それを記念して、食べ物や給食に関わる感謝の気持ちをいつまでも忘れないよ

うにと「学校給食週間」が行われるようになったのです。 

給食ができるまでには、食べ物を作ってくれる人、食べ物を運んでくれる人、食べ物を売ってくれ

る人、食べ物を調理してくれる調理士さん、配膳員さんなど、たくさんの方々が関わってくださって

います。今、新型コロナウイルス感染症が拡大している中でも、多くの方が私たちのために、給食の

食材を作り、届けてくださっています。そのおかげで、私たちは毎日、元気に過ごすことができてい

ます。 

人は、食べ物を食べないと生きていくことができません。そして、その食べ物は、全て生き物です。

私たちは、食べ物の命をもらって生きています。そのことを忘れずに、毎日の給食に感謝して食べま

しょう。この一週間を通して、一人一人、給食についてしっかりと考えてみましょう。 

写真は、青森県三沢市学校給食センターによるバイキング形式の給食が、三沢市立第二中学校

で実施された様子です。普段は、栄養バランスのとれたメニューが提供される学校給食です。一方、

主食・主菜・副菜・デザート・飲み物の選択数に制限があるものの、バイキング給食では、複数ある

メニューから自分が好きなメニューを選択します。また、その分量も自らが食べられる分を選択しま

す。食事の楽しさ、自分の健康を守る能力、テーブルマナー、偏食の改善や地元食材への興味が

実施の狙いで、市内では平成２４年度から実施されているそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食の移り変わり 写真提供元「独立行政法人日本スポーツ振興センター」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お ぐ ら 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
＜校訓＞ 
自主 
創造 
協力 

お ぐ ら 

知っていますか？給食週間が始まります！ 

（文科省抜粋）学校給食は、明治 22年に始まって以来、各地に広がっていきましたが、戦争

の影響などによって中断されました（山形県鶴岡町の私立忠愛小学校で貧困児童を対象に無

料で学校給食を実施する。これが我が国の学校給食の起源とされています）。 

戦後、食糧難による児童の栄養状態の悪化を背景に学校給食の再開を求める国民の声が

高まるようになり、昭和 21年 6月に米国の LARA（Licensed Agencies for Relief 

in Asia：アジア救済公認団体）から、給食用物資の寄贈を受けて、昭和 22年 1月から学校

給食が再開されました。 同年 12月 24日に、東京都内の小学校で LARAからの給食用物

資の贈呈式が行われ、それ以来、この日を学校給食感謝の日と定めました。昭和２５年度か

ら、学校給食による教育効果を促進する観点から、冬季休業と重ならない１月２４日から１月３

０日までの 1週間を「学校給食週間」としました。子どもたちの食生活を取り巻く環境が大き

く変化し、偏った栄養摂取、肥満傾向など、健康状態について懸念される点が多く見られる今

日、学校給食は子供たちが食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けるために重要

な役割を果たしています。 

学校給食週間においては、このような学校給食の意義や役割について、児童生徒や教職

員、保護者や地域住民の理解を深め関心を高めるため、全国で様々な行事が行われます。 


